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人人間間看看護護学学部部 人人間間看看護護学学科科 教教授授 牧牧野野 耕耕次次

研究分野：精神看護学

概要：
インボルブメントとは、遺伝子や細菌、栄養素、細胞などの実態を伴う物質、もしく

は因子や要因など物質を伴わないシステムなど他のシステムと関係を持つ関与の意味で
使用されている。本来、2つ以上の変数が関係しあう場合に使用される用語である。

  看護では、「巻き込まれ」や「かかわり」「関与」などと訳されているが、インボル
ブメントは臨床看護師にまで、定着している用語とは言い難い現状がある。看護師が患
者とかかわる場合、知らない間に感情的に巻き込まれていることに気づく必要がある。
もし気づかなければ、看護師が持つ感情や思考、価値観、責任と、患者が持つ感情や思
考、価値観、責任との間で、「押し付け」など、様々な問題が生じる。

精神科の看護師は、知らずしらずに巻き込まれた経験を振り返ることで、かかわり巻
き込まれることとはどういうことなのかを実体験から体得（スキルを習得）しているこ
とを、私たちは示唆した。さらに、精神科の看護師は、そのふりかえりの経験を活かす
ことで、意図的にかかわり巻き込まれながら看護していることも示唆してきた。

このインボルブメントは、看護だけのスキルではなく、教員や弁護士などの対人援助
職、もしくは子育てや介護などの役割遂行にも応用可能な概念である。コミュニケー
ション理論は、客観的な枠組みにより、店舗の接客や接遇などのマニュアル的な対応に
は非常に有効である。しかし、かかわる際に、互いの感情や思考、価値観、責任などが
かかわりに反映し、多様で複雑なかかわりが必要な関係性の場合にはマニュアルによる
対応には限界がある。そのような場合、インボルブメントは非常に有効な枠組みとなる。

互いの感情や思考、価値観、責任などの境界（バウンダリー）をインボルブメントの
中で調整することで、それぞれの納得のできる結果にそれぞれが主体的に導いていく可
能性が開かれる。虐待や各種ハラスメント、いじめや孤独など、現代の多くの問題に対
するキー概念として、インボルブメントが注目され重要となる時代が必ず来ると思われ
る。

インボルブメントは、見えない境界（バウンダリー）を自覚するなど意識しながら扱
う必要がある。それは、誰もがほとんど無意識に、時に意識して行なっていることであ
る。

今後私たちは、かかわりの中で、誰もが境界を意識し、扱うことができるようになる
ような研究をしていくことが求められている。

対対人人援援助助関関係係ににおおけけるるイインンボボルルブブメメンントト
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■■援援助助希希求求にに乏乏ししいい児児童童虐虐待待家家庭庭のの養養育育者者とと市市町町村村のの相相談談援援助助担担当当者者（（保保健健師師・・家家庭庭相相談談
員員））ととのの関関係係形形成成

児童虐待家庭の養育者、特に、援助希求に乏しい（自ら支援を求めない）養育者と、市町村の母子保健な
らびに児童家庭福祉の相談援助担当者との関係形成に着目した調査研究を実施した。援助希求に乏しいが
ゆえにアプローチが難しい養育者との関係形成について相談援助担当者が抱く認識をインタビュー調査に
より明らかにし、その関係形成をめぐる課題について考察した。インタビュー結果から捉えられた相談援
助担当者と援助希求に乏しい養育者との関係形成をめぐる認識の多くは、児童虐待家庭における理解しが
たい育児や生活の状況を前にして、「対等な立場」で受けとめる姿勢・態度になることの困難さであるこ
とが明らかになった。援助希求に乏しい養育者に対して、相談援助担当者が対等な立場に立つことができ
ない状況が実際に生じている、生じ得るのだということを、児童虐待家庭の相談援助に関わる専門職やそ
の所属組織では、まず自覚する必要があるということを本研究では明示した。

馬場文(2022)「自ら支援を求めない児童虐待事例の養育者との関係形成における困難の構造―市町村保健師
へのインタビュー調査から」『日本看護科学会誌』42，429-436．

馬場文(2025)「援助希求に乏しい児童虐待家庭の養育者との関係形成における家庭相談員の認識―関係形成
をめぐる困難と肯定的兆し」『日本保健福祉学会誌』32(1)，1-12．

■■援援助助希希求求にに乏乏ししいい児児童童虐虐待待家家庭庭のの養養育育者者ととのの関関係係形形成成ににおおけけるる対対話話実実践践活活用用のの可可能能性性

援助を受ける側と援助を実施する側との力の差
 は必ず生じるものと理解し、援助者はそのことに
敏感であることが求められる。援助の対象となる
養育者に、ひとりの人として関心を向け理解しよ
うとすることが、関係形成の入り口となることが
上記のインタビュー調査からも明らかになった。

 このような実践のための方策として、北欧で取り
 組みが始まった対話実践・対話的アプローチを、
母子保健や子育て支援において活用することを
目指している。

＜共同研究＞
・科学研究費助成事業 基盤研究C (2024～2026年度)「子育て家族の支援ネットワークを育むオープンダイアローグの理論
化と具現化」研究代表者：名古屋市立大学大学院 門間晶子 役割：研究分担者

・滋賀県立大学地域交流看護実践研究センター「共同研究」研究助成（2024～2026年度)「保健師の専門能力獲得および
所属組織への波及効果の検討―滋賀県保健師コンサルテーション研修受講者への調査から―」
研究代表者：堀井とよみ 役割：研究分担者

・減量・代謝改善外科患者会における当事者の経験―減量・代謝改善外科患者会参加者へのインタビュー調査から―
（2026年度～）研究代表者：馬場文 研究分担者：山本寛、中島謙太郎、村上純一、山中一紗、牧野耕次

フィンランド タンペレ市のネウボラ
を視察 （2025年3月）

概要：妊娠・出産・子育てのあらゆる局面で、育児に関わる養育者の方々が安心して過
ごしていける、いつも傍らに支援の手を感じることができる、そして子どもの虐待を防
いでいくことができる社会を目指して、特に「自ら支援を求めない」「援助希求に乏し
い」養育者と、相談援助担当者との関係形成に着眼した研究を行っています。

人人間間看看護護学学部部 人人間間看看護護学学科科 教教授授 馬馬場場 文文

研究分野：公衆衛生看護学、児童虐待防止、

対話実践、質的研究

援援助助希希求求にに乏乏ししいい子子育育てて家家庭庭のの養養育育者者ととのの関関係係形形成成とと
対対話話的的アアププロローーチチ
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